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現場主義の調査・実験とモデル化解析による実用的・実践的な研究

環境中での非意図的生成を考慮した有機化合物類の
予見的適正管理手法の開発

都市水循環系におけるマイクロプラスチックの
発生源分析と環境運命予測

植生の多様性評価手法の開発と
植物・土壌を利用した水質浄化技術の
アジアへの展開

ワカサギの消化管から検出されたマイクロプラスチック

どこで発生し、生物にどのような影響を及ぼしているのだろう？

化粧品や消火剤の中にある化学物質が
環境中で有害物質に変化している。

適切な環境浄化装置を開発しよう。

植物や土壌を使った路面排水処理施設（滋賀県）

ベトナムに適用し、その効果を調べてみよう。



e. マイクロプラスチック

m. 貴重植物

n. 外来植物

g. 土壌植生浄化

o. 自然再生

b. 浄化装置開発

a. 高度機器分析

p.自然再生
（震災後）

c. 微量化学物質

k. 震災後
衛生環境

l. 水利用

f. マイクロプラスチック h. 土壌植生浄化

i. 病原微生物

j. セラミック膜ろ過

d. 微量化学物質

琵琶湖・淀川流域で深化

環境技術をアジアに展開

f. マイクロプラスチック



GC-EI-MS/MS
HPLC-ESI-MS/MS

Ion Mobility Q-TOF LC/MS

FTIR-ATR FTIR顕微イメージングシステム
LDIR
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Real time PCR
ICP-OESOppOrtunities instruments

多様な場 分析環境
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